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波浪中での浮体の運動・耐航性能の解析と応用に関する研究                                            

実海域性能シミュレーターの開発

船速や針路、エンジン出力や回転数、運動や応力などを船上でリアルタイムに計測したものをオンボードモニタリングデータ
といいます。実航海では模型実験（水槽実験）や数値シミュレーションで再現できない状態や現象が生じます。膨大なオン
ボードモニタリングデータを効率よく解析することで、真の実海域性能を明らかにするのが本研究の目的です。時々刻々の
船体運動を記述できる状態空間モデルから長期的な実海域性能を推定するための多変量統計解析モデルまで統計学を
幅広く応用し、それを運動力学・流体力学と組合すことで、精度よく実海域性能を推定・評価する手法を開発しています。

船舶が波の中でどのように動揺するかを知ることは、船舶の安全性やエネルギー効率を高めるために必要不可欠です。
そこで、船舶前方の波面を計測し、その計測データから短時間後に船舶が遭遇する波とそれによる船舶の動揺を予測する
手法の理論的研究・システム開発を行っています。

船舶が波の中を進むとき、波がない平水中よりも大きな抵抗が船体に働きます。この波浪中の抵抗増加を精密に計測し、
船体全域のどこに抵抗増加の原因があるかを可視化するための手法として、光式FBG圧力センサを船体表面に300点以
上貼り付けて船体全域の圧力を計測する革新的計測手法を確立しました。しかし実際の船舶ではこの光式FBGセンサを
船体全域に張り付けることは現実的ではありません。そこで、わずか数点の光式FBG圧力センサによる計測のみから、船体
全域の圧力分布を予測し、波浪中の抵抗増加をモニタリングするシステムを開発しています。

船舶の実際の航海を時間単位で模擬することができれば、運航シナリオ（操船条件）、遭遇海象（外乱条件）、運航性能の因
果関係を合理的に明示することができ、船舶の性能評価、航海支援、新船型の研究・開発、新規航路の開発などに役立つ情
報を提供することができます。ここでいう運航性能とは、燃料消費量（経済性）、最大動揺や平均周期（安全性、快適性）、航
海時間（定時性、信頼性）など長期的視点からの性能です。このような性能は、輸送機としての推進性能に加えて、運航シナ
リオや荒天回避など運航者の操船にも大きく関係します。それらの合理的な組み合わせと相互影響を取り入れた実海域性
能シミュレーションの手法を確立するとともに、最適な船舶の実海域性能とは何かを考えます。

水波と船体動揺の短期予測に関する研究

船体全域の非定常圧力分布の計測および実船における
波浪中抵抗増加の予測手法に関する研究

オンボードモニタリングデータを用いた船の実海域性能推定に関する研究
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波面の時系列データから船体動揺を予測するイメージ

光学式FBG圧力センサを船体全域に張り付けて計測する革新的計測手法
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